
教育委員会事務局平成30年度の主な組織改正等の概要

改正の
ポイント4 いじめ問題や不登校対策等の諸課題への対応の強化

■増加するいじめの重大事態等に対応するため、人権教育課に「いじめ問題対策担当チー
フ」を新設し、いじめ防止に向けた体制強化を図るとともに、従来対応していた生徒指
導推進担当や児童生徒支援担当と業務を整理し、各課題に集中的に対応する体制を整備

生涯にわたり学び続ける環境の充実・整備

改正の
ポイント5 新図書館等複合施設「オーテピア」の開館に向けた体制整備

■総務・奨学金
■人権教育

■生徒指導推進
■児童生徒支援
■いじめ問題対策＜新設＞

人権教育課
■「いじめ問題対策担当チーフ」を新設

■各担当が生徒指導、不登校対策、いじ
め問題対策等の課題に特化し、集中的
に対応するとともに、保幼・小・中・
高の校種間で連携した支援体制を整備

■図書館司書等の体制強化を図り、オー
テピア高知図書館のサービスを充実

■高知みらい科学館に県から指導主事を
派遣し、県内全域の理科教育・科学文
化の振興に向けた取組を実施

厳しい環境にある子どもたちへの支援の一層の徹底

■基礎学力の定着・向上を図るため、高等学校課内に企画監をリーダーとする「学校支援
チーム」を新設し、各校がチーム学校として、教科会を柱とした授業改善やカリキュラ
ム・マネジメントの強化に取り組むよう、学校訪問による実践的な指導を実施

改正の
ポイント１

改正の
ポイント3 「2020こうち総文」の開催に向けた取組の本格化

改正の
ポイント2

高知市と協働した学力向上に向けた取組の強化

■県内の児童生徒の約半数を抱える高知市と県とが協働し、高知市教育委員会が新設する
「学力向上推進室」に、小中学校課から指導主事を派遣し、学校経営及び授業改善の両
面から機動性を持った指導・支援を実施

■全国から約２万人の生徒が集い開催する10万人規模の文化の祭典を成功に導き、高知
家の魅力発信と芸術・文化の活性化につなげるため、高等学校課内に「全国高等学校
総合文化祭推進室」を新設し、平成32年度の開催に向けた取組を推進する体制を整備

教員の働き方改革に向けた取組の推進 教職員・福利課に「業務改善推進担当チーフ」を新設

平成30年４月に開設される高知大学教職大学院との連携 教育政策課に「高知大学連携担当チーフ」を新設し、実習コーディネーターとして配置

その他の
改正

■総務
■奨学金
■人事

■学校教育支援
■定通・産業教育
■学校支援チーム＜新設＞

■再編振興室

■全国高等学校総合文化祭推進室＜新設＞

高等学校課
■「学校支援チーム」を新設

■学校教育支援担当及び定通・産業教育
担当の指導主事とも連携し、授業改善
や学校経営等の取組を推進

■高知市が新設する「学力向上推進室」
に、県から指導主事を派遣

■県市合同の運営委員会が進捗管理を行
うなど、協働・連携した取組を実施

■「全国高等学校総合文化祭推進室」を
新設

■県をあげた実行委員会を設立するなど、
開催に向けた取組を本格化

チーム学校の構築のさらなる推進

高等学校における授業改善等の取組の推進

■平成30年７月に開館する「オーテピア」において、図書館サービスの充実を図るため、
図書館の体制強化を図るとともに、県内全域の理科教育・科学文化の振興を図るため、
高知市教育委員会（高知みらい科学館）に高等学校課から指導主事を派遣

教育大綱に掲げる取組の充実・強化に向けて、学力向上や厳しい環境にある子どもたちへの支援をはじめとする諸課題や新たな取組にも確実
に対応していくため、各所属の組織体制や業務内容を再整理し、注力すべき課題に着実に対応できる体制へと見直しを図る。


